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令和 3年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

大分県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

姫島村立姫島中学校 姫島村教育委員会 公立 

 

１．特別の教育課程を編成・実施している学校及び自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情

報 

学校名 自己評価結果の 

公表ウェブサイト名・URL 等 

学校関係者評価結果の 

公表ウェブサイト名・URL 等 

姫島村立姫

島中学校 

http://tyu.oitaed.jp/himesima/himesima/ 

令和 3年度 特別の教育課程編成・実施報告

について（令和３年度 学校評価のお知らせ） 

http://tyu.oitaed.jp/himesima/himesima/ 

令和 3年度 特別の教育課程編成・実施報告

について（令和３年度 学校評価のお知らせ） 

  ※結果公表に関する情報について、ウェブ上で公開している場合は公開しているウェブページの URL、

ファイル名等を記入すること。ウェブ以外で公開している場合は、公開している情報を閲覧できる

場所・方法等を適宜記入すること。 

  ※必要に応じて行を追加すること。 

 

２．特別の教育課程の内容 

（１）特別の教育課程の概要 

第１学年～第３学年の「ふるさと科」新設 

総合的な学習の時間の「第１学年５０時間」「第２学年７０時間」「第３学年７０時間」を

「ふるさと科」の授業に充てる。「ふるさと科」は，「地域理解プロジェクト」と「地域と

世界を結ぶプロジェクト」の２つで構成する。「地域理解プロジェクト」では，地域の伝統

文化や産業が現在の生活とどのように関連しているかを学び，それを継承する活動を行う。

また，「地域と世界を結ぶプロジェクト」では，「はがき新聞」を活用して，「地域理解プ

ロジェクト」で学習した内容や自分の考えを「はがき新聞」にまとめ，発信する。 

 

（２）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性 

本校では，総合的な学習の時間を中心に「人」「自然・環境」「伝統文化」について学ぶ

「ふるさと学習」に取り組んできた。姫島村が平成２５年９月に日本ジオパークに認定され

たことを契機に，ふるさと学習の一貫として姫島におけるジオ学習や同時期に日本ジオパー

クに認定された学校とのジオ交流学習なども取り入れながら，「ふるさとを愛し，ふるさと

に誇りを持ち，ふるさとに貢献できる生徒の育成」に力を入れてきている。さらに，平成２

７年度よりＥＳＤの視点を取り入れ，生徒自らが持続可能な社会づくりに取り組む意欲と実

践力を身に付けていくための取組を行っている。 

そのため，これまでの教育課程を見直し，生徒の発達段階に応じた系統的な教育課程の作

http://tyu.oitaed.jp/himesima/himesima/
http://tyu.oitaed.jp/himesima/himesima/


成・生徒の学びを深めるための地域教材等の見直し・必要な能力や態度を身につけるための指

導・支援の方法の工夫等を行っていく必要があることから，特別の教育課程を編成して教育

を実施している。 

また，ジオ学習を進めていく中で，地域のよさや取組等をいろいろな場（おおいた教育の日

推進大会・フォーラム・シンポジウム）で発信していくことも増えてきている。そして，国内

はもとより，外国からも姫島を訪れる人が増え，国際的な視野に立った人材の育成も必要とな

ってきている。 

そういったことから，早い段階での国際化の意識の高揚や，自己の考えや主張を他者に伝

えることのできる実践的なコミュニケーション能力を培うことが今後も大切であると考えて

いる。 

 

（３）特例の適用開始日   平成２８年４月１日 

 

（４）取組の期間      令和 5 年３月３１日まで 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

  ※（１）で「一部、計画通り実施できていない」又は「ほとんど計画通り実施できていない」を選択

した場合は、必ず記載する。 

  ・本年度は、新型コロナウイルスの影響により、計画通り実施できない活動があった。 

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

  ＜特記事項＞ 

活動の様子を、学校ＨＰや学校新聞「やはず」に掲載した。 

学校新聞は、村内全戸に回覧しており、地域への情報発信のツールとして活用している。 



４． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している学校の教育目標との関係 

○学校自己評価  

「ふるさと科の取組において、その目標を達成することができている」100％（教職員） 

「地域に関心を持ち、地域の行事に参加することができている」90.4％（生徒） 

○学校関係者評価 

「ふるさと科の取組において、郷土の文化、歴史、芸能を学び、郷土への愛着心を高め、

地域社会に積極的に関わることができている」 80.0％ （保護者） 

 

    生徒の回答状況から，「ふるさと科」における取組等を通して，郷土への愛着心を高め，

地域社会に主体的に関わる態度を育てることにつながっていることがわかる。 

    また，伝統文化継承活動の経験をもとに，地域の取組に生徒が積極的に参加しており，保

護者・学校関係者から学校の取組が地域貢献につながっていると評価を得ている。このよう

に「ふるさと科」の学習活動を通して地域貢献の意識を高めることは，持続可能な社会づく

りにもつながると考えられる。 

    さらに，「はがき新聞」を作成する中で，生徒が相手（対象）として村内外の様々な人を

イメージして書き，「よさを伝えたい」という態度の育成につながっている。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

令和２年度においては，平成２８年度以降の取組をもとに，より一貫性・系統性のある教

育課程を編成するとともに，育成を目指す資質・能力（「知識及び技能」「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力，人間性等」）を明確にして取組を行った。今後は，その取組を

充実させるために，さらに取組の精選を行い生徒の「主体的・対話的な深い学び」を創造し，

本校の「ふるさと科」の目指す資質・能力の育成を図る必要がある。 

令和元年度に姫島村は，日本ジオパークの再認定を受けており，「ふるさと科」において，

「ふるさとを愛し，ふるさとに誇りを持ち，ふるさとに貢献できる生徒の育成」とともにＥＳ

Ｄの視点を取り入れた取組を推進することが必要である。 

 

５．課題の改善のための取組の方向性 

    今後，令和元年度に作成したＥＳＤカレンダーをもとに，ＥＳＤで重視する能力（批判的

に考える力，未来像を予測して計画を立てる力，多面的・総合的に考える力，コミュニケーシ

ョンを行う力，他者と協力する態度，つながりを尊重する態度，進んで参加する態度）につい

て，各教科とのつながりを明確にし，教科横断的な視点で取組を進めていきたいと考えてい

る。また、生徒には「地域のために何をすべきか考え、貢献することができている」という

実感を持たせていきたい。 


